
例
年
で
あ
れ
ば
、
祇
園
祭
の
鳴
り
物
の
稽
古
で
、
日
暮
れ
と
共
に
町
内

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
笛
や
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て
来
ま
す
。

本
来
、
祇
園
祭
は
、
疫
病
が
流
行
し
農
業
で
は
稲
作
の
害
虫
に
悩
ま
さ

れ
る
時
期
で
も
あ
る
の
で
、
牛
頭
天
王
・
八
坂
・
八
雲
の
神
々
の
御
利

ご

ず

て

ん

の

う

益
を
頂
く
た
め
、
疫
病
除
け
を
願
う
祭
り
で
、
各
社
の
神
輿
が
町
内
を

巡
り
、
玉
﨑
神
社
へ
の
連
合
渡
御
も
盛
大
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
後
遺
症
と
で
も
言
う
べ
き
か
、

神
輿
渡
御
が
三
年
間
中
止
さ
れ
た
関
係
で
担
ぎ
手
が
揃
わ
ず
、
本
年
も

神
輿
の
渡
御
が
縮
小
ま
た
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

中
旬
に
は
、
総
鎮
守
の
玉
﨑
神
社
か
ら
人
形
札
・
中
臣
大
祓
の
神
札
が

ひ
と
が
た
ふ
だ

な
か
と
み
の
お
お
は
ら
い

頒
布
さ
れ
ま
す
。
三
〇
日
に
は
「
輪
く
ぐ
り
」
と
称
し
て
茅
萱
で
作
っ

ち

か

や

た
輪
が
神
庭
に
掛
け
ら
れ
ま
す
。
人
形
札
で
家
族
の
体
を
拭
い
息
を
吹

き
か
け
、
茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
て
、
半
年
間
の
罪
や
穢
れ
を
祓
い
ま
す
。

つ
み

け
が

厄
除
け
を
す
る
こ
と
で
、
年
の
後
半
を
健
康
で
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
行
事

一
日

平
松
浜
・
浅
間
神
社
例
祭

せ
ん
げ
ん

五
日

西
上
町
・
金
比
羅
神
社
例
祭

九
日

行
内
・
琴
平
神
社
例
祭

こ
ん

ぴ

ら

こ
と
ひ
ら

一
〇
日

い
い
お
か
幼
稚
園
・
ひ
よ
こ
教
室

一
二
日

横
根
岡
・
八
雲
神
社
例
祭
【
神
輿
渡
御
中
止
】

や

く

も

一
三
日

広
網
町
、
小
網
町
・
三

峯
神
社
宵
宮
祭

み
つ
み
ね

一
七
日

並
木
町
・
胡
桃
下
稲
荷
神
社
例
祭

く
る
み
し
た

一
九
日

永
井
岡
・
海
津
見
神
社
例
祭
【
町
内
渡
御
の
み
】

二
〇
日

大
崎
町
・
八
雲
神
社
宵
宮
祭
【
二
一
日
神
輿
渡
御
・
総
社
宮
入
】

や

く

も

川
端
町
・
愛
宕
神
社
例
祭

八
軒
町
・
愛
宕
神
社
例
祭

あ

た

ご

あ

た

ご

二
一
日

平
松
岡
・
八
幡
神
社
例
祭
【
町
内
渡
御
の
み
】

二
六
日

横
根
西
浜
・
阿
夫
利
神
社
例
祭(

花
火)

あ

ふ

り

三
〇
日

夏
越
の
祓
（
輪
く
ぐ
り
・
献
灯
祭
）

な

こ

し

＊
献
灯
祭
の
作
品
は
一
八
日
ま
で
に

い
い
お
か
幼
稚
園
へ
ご
持
参
下
さ
い


